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連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 
 

当社は、平成 24 年 4 月 12 日開催の取締役会において、当社の 100%連結子会社であるファミマ

クレジット株式会社（以下、ファミマクレジット）を吸収合併することを決議いたしましたので  

お知らせいたします。 

なお、本合併は、100%子会社との簡易合併・略式合併であるため、開示事項・内容を一部省略   

して開示しています。 

 

１．合併の目的 

当社及びファミマクレジットは、「P-one カード」｢ファミマ T カード｣等のクレジットカード

を発行し、顧客ニーズに最大限対応するべく各種サービスを提供しておりますが、両社の特色

のあるクレジットカードの商品性を更に強化・融合するとともに、クレジットカード業務の   

更なる効率運営、両社基幹システムの統合によるシステム運営の効率化及び開発コストの低減

等を図るため、この度、ファミマクレジットを吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

取締役会決議日 平成 24 年 4 月 12 日 

合併契約締結日 平成 24 年 4 月 12 日 

実施予定日（効力発生日） 平成 24 年 9 月 15 日（予定） 

（注） 本合併は、当社においては会社法第 796 条第 3 項に定める簡易合併であり、またファ

ミマクレジットにおいては会社法第 784 条第 1 項に定める略式合併であるため、いず

れも合併承認株主総会を開催いたしません。  

 

（２）合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、ファミマクレジットは解散いたします。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

当社の完全子会社との合併であるため、本合併による新株式の発行および資本金の増加、合併

交付金の支払いはありません。 

 



（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３．合併当事会社の概要 

  吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１） 名称 ポケットカード株式会社 ファミマクレジット株式会社 

（２） 所在地 東京都港区芝一丁目５番９号 東京都豊島区東池袋三丁目１番１号

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 渡辺 恵一 代表取締役社長 浮海 正高 

（４） 事業内容 信用購入あっせん及び金銭貸付 

業務、信用保証業務、その他 

クレジットカード業務及び 

融資業務、その他付随業務 

（５） 資本金 14,374 百万円 500 百万円 

（６） 設立年月日 1982 年 5 月 25 日 2001 年 11 月 22 日 

（７） 発行済株式数 79,323,844 株 134,000 株 

（８） 決算期 2 月末日 2 月末日 

（９） 主要取引銀行 ㈱三井住友銀行 

三井住友信託銀行㈱ 

㈱あおぞら銀行 

㈱三井住友銀行 

三井住友信託銀行㈱ 

㈱あおぞら銀行 

（10） 大株主及び 

持株比率 

㈱三井住友銀行       35.03%

伊藤忠商事㈱        24.66%

㈱ファミリーマート     14.80%

ﾉｰｻﾞﾝ ﾄﾗｽﾄ ｶﾝﾊﾟﾆｰ(ｴｲﾌﾞｲｴﾌｼｰ)  

ｻﾌﾞ ｱｶｳﾝﾄ ｱﾒﾘｶﾝ ｸﾗｲｱﾝﾄ(常任 

代理人 香港上海銀行 東京支店  

ｶｽﾄﾃﾞｨ業務部)        3.30%

日本トラスティ・サービス 

信託銀行㈱        2.61%

ポケットカード㈱ 100.00% 

（11） 直前事業年度の財政状態及び経営成績 

 連結純資産 52,771 百万円 1,645 百万円

 連結総資産 228,560 百万円 66,137 百万円

 １株当たり連結純資産(円) 674.37 円 12,277.28 円

 連結営業収益 35,412 百万円 8,621 百万円

 連結営業利益 1,666 百万円 228 百万円

 連結経常利益 1,627 百万円 224 百万円

 連結当期純利益 1,020 百万円 216 百万円

 
１株当たり連結当期純利益

(円) 
13.30 円 1,619.26 円

（注）ファミマクレジットは連結財務諸表を作成しておりませんので個別財務諸表数値となります。 

 

 



４．合併後の状況 

本合併による商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金および決算期の変更はありません。 

 

５．今後の見通し 

本合併に伴い、抱合せ株式消滅差益として約 390百万円を特別利益に計上する見込みであり、

また、合併に伴う告知費用及びシステム統合費用等として約 1,400 百万円を費用計上する見込

みです。 

なお、当該影響額はいずれも、本日公表いたしました平成 24 年 2 月期決算短信に記載の平成

25 年 2 月期の個別業績予想に織り込んでおります。 

 

６．カード会員様への影響等について 

本合併後も、当社及びファミマクレジットの発行するクレジットカードは引き続きご利用いた

だけます。 

ポケットカードは、本合併によるシナジーを最大限発揮し、今後もサービス品質のさらなる 

向上に努めてまいります。 

以 上 


